
「
南
楽
園
梅
ま
つ
り
」

（
宇
和
島
市
津
島
町
）

　

梅
ま
つ
り
期
間
中
（
二
月
二
十
八

日
ま
で
）
一
六
○
本
の
梅
の
花
見
が

楽
し
め
、
梅
見
茶
屋
で
は
梅
茶
の

無
料
サ
ー
ビ
ス
や
甘
酒
、
ぜ
ん
ざ
い

の
販
売
が
あ
り
、
園
内
各
所
で
福

も
ち
ま
き
、
梅
干
し
の
種
飛
ば
し

大
会
、
お
茶
席
な
ど
多
彩
な
催
し

が
行
わ
れ
ま
す
。
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最新版　補助金等活用のお薦め

　平成27年度補正予算と平成28年度予算が公表されました。主な中小・小規模事業者向け関係補助金の概要
をご紹介しますので、ぜひご活用ください。なお、詳細は最寄りの商工会にお問い合わせください。

～中小企業の生産性向上を支援します～
ものづくり・商業・サービス業新展開支援補助金（補助率：３分の２）

【革新的サービス・ものづくり開発支援】
◆中小ものづくり高度化法に基づく特定ものづくり基盤技術を活用し、革新的な試作品開発・生産プロセスの改善に取
り組む費用。
◆中小サービス事業者の生産性向上のためのガイドラインで示された方法に従い、革新的なサービスの創出やプロセス
の改善に取り組む費用。一般型上限額：1,000万円　小規模型上限額：500万円

【サービス・ものづくり高度生産性向上支援】
◆上記の革新的な取り組みに加え、インターネット技術を用いた設備投資を行う費用。上限額：3,000万円

～小規模事業者の持続的発展を支援します～
小規模事業者持続化補助金（補助率：３分の２）
◆商工会と一体となって経営計画を作成し、販路開拓や生産性向上に取り組む費用。
　上限額：  50万円
  100万円（海外展開、雇用対策、買物弱者対策）
  500万円（複数の事業者が連携した共同事業）

～地域経済の新陳代謝（起業）を促します～
創業・第二創業補助金（補助率：３分の２）

【創業者向け】
◆地域での新需要の創造を目指し、新たな商品やサービスの提供に伴う創業に要する費用。　上限：200万円

【第二創業者向け】
◆事業承継を契機に既存事業を廃止し、新分野の挑戦に向けた廃業（法手続費用、在庫処分等）や創業に要する費用。

上限：1,000万円

～ＴＰＰを活用した海外展開を支援します～
ふるさと名物応援事業（補助率：3分の2）
◆地場産品の活用や農林漁業者との連携を図り、海外市場を見据えた加工食品の開発やブランド化に要する費用。
◆本格的な海外への販路開拓を見据え、マーケティング等に要する費用。　上限：500万円
海外ビジネス戦略推進支援事業（補助率：３分の２）
◆海外展開を目指すにあたり、海外市場獲得に向けた実現可能性調査や取引体制の整備等に取り組む費用。　　　　　

上限：200万円
ものづくりサプライチェーン再構築支援事業（補助率：３分の２）
◆産地内の事業再編や産業間・異業種との連携を図り、TPP加盟国での需要獲得に向けたビジネスモデルの構築や検
証を行う費用。　上限：1,000万円

～様々な経営課題の解決を支援します～
中小企業・小規模事業者ワンストップ総合支援事業　

【よろず支援拠点】
◆中小・小規模事業者が抱える課題に対し、ワンストップ型の相談対応を行う。

【専門家派遣】
◆個々の事業者の課題に応じ、専門家を原則３回まで無料で派遣する。

●
●
●

経
営
改
善
と
ま
ち
づ
く
り
の
パ
ー
ト
ナ
ー　

商
工
会
を
活
用
し
ま
し
ょ
う
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★
商
工
会
推
奨
の
会
計
ソ
フ
ト

　
「
ネ
ッ
ト
ｄ
ｅ
記
帳
」
は
、
商

工
会
が
推
奨
す
る
会
計
ソ
フ
ト
で

す
。
設
定
に
よ
り
商
工
会
の
職
員

が
同
時
に
同
じ
画
面
を
見
る
こ
と

も
可
能
で
、
操
作
等
の
適
切
な
ア

ド
バ
イ
ス
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

★
商
工
会
が
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す

　

導
入
時
の
勘
定
科
目
や
開
始
残

高
入
力
等
の
設
定
の
ほ
か
、
日
々

の
経
理
や
入
力
操
作
等
に
関
す
る

お
問
い
合
わ
せ
な
ど
、
商
工
会
の

職
員
が
サ
ポ
ー
ト
い
た
し
ま
す
。

★
イ
ン
ス
ト
ー
ル
不
要

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
し

て
利
用
す
る
ク
ラ
ウ
ド
型
の
会

計
ソ
フ
ト
の
た
め
、
イ
ン
ス
ト
ー

ル
不
要
で
簡
単
に
導
入
い
た
だ

け
ま
す
。

★
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
不
要

　

税
制
改
正
や
機
能
強
化
等
へ

の
対
応
は
、
サ
ー
バ
側
で
シ
ス
テ

ム
更
新
し
ま
す
。
パ
ソ
コ
ン
の

バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
は
不
要
で
、

税
制
改
正
等
に
も
素
早
く
対
応

し
ま
す
。

★
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
不
要

　

お
使
い
の
パ
ソ
コ
ン
で
は
な
く

サ
ー
バ
に
全
デ
ー
タ
が
保
存
さ

れ
、
毎
日
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
さ
れ
て

い
ま
す
。
ユ
ー
ザ
ー
様
の
デ
ー
タ

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
は
不
要
で
、
デ
ー

タ
喪
失
の
危
険
も
な
く
、
安
心
し

て
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

★
ど
こ
で
も
利
用
で
き
ま
す

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
使
え
る
パ

ソ
コ
ン
が
あ
れ
ば
、
会
社
や
自
宅

な
ど
、
ど
こ
で
も
利
用
で
き
、
時

間
を
有
効
に
使
え
ま
す
。

★
建
設
・
不
動
産
・
農
業
も
対
応

　

建
設
業
の
工
事
管
理
や
勘
定
科

目
、
不
動
産
業
や
農
業
の
勘
定
科

目
や
決
算
書
・
申
告
書
に
も
対
応

し
、
幅
広
い
事
業
で
ご
利
用
い
た

だ
け
ま
す
。

★
消
費
税
改
正
も
安
心

　

消
費
税
改
正
に
素
早
く
対
応

し
、
簡
単
操
作
で
異
な
る
税
率
や

簡
易
課
税
の
複
数
業
種
の
入
力
が

で
き
、
安
心
し
て
ご
利
用
い
た
だ

け
ま
す
。

★
電
子
申
告
に
も
対
応

　

決
算
書
書
類
や
個
人
事
業
者
の

確
定
申
告
書
の
作
成
は
も
ち
ろ

ん
、
電
子
申
告
に
も
対
応
し
て
い

ま
す
。

★
経
営
分
析
に
活
用
で
き
ま
す

　

日
々
の
仕
訳
入
力
に
よ
り
、
経

営
分
析
表
や
レ
ー
ダ
ー
チ
ャ
ー

ト
、
損
益
分
岐
点
図
表
が
自
動
作

成
さ
れ
ま
す
。
経
営
の
計
画
や
改

善
に
活
用
い
た
だ
け
ま
す
。

★
初
年
度
利
用
料
無
料
！

（
注
：
ご
自
身
で
入
力
を
行
う
場
合
）

　

ご
自
身
で
入
力
作
業
を
行
う
利

用
者
様
は
、
利
用
推
進
を
図
る
た

め
、
初
年
度
の
利
用
料
金
を
無
料

と
し
て
お
り
ま
す
。
お
試
し
で
の

ご
利
用
も
歓
迎
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

★
記
帳
代
行
も
利
用
で
き
ま
す

　

商
工
会
で
は
、
記
帳
代
行
を

行
っ
て
お
り
、
持
参
い
た
だ
い
た

帳
票
や
伝
票
を
元
に
入
力
代
行
を

し
て
お
り
ま
す
。
詳
し
く
は
商
工

会
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ネ
ッ
ト
ｄ
ｅ
記
帳
を
活
用
し
ま
し
ょ
う
！

商
工
会
の
会
計
シ
ス
テ
ム
「
ネ
ッ
ト
ｄ
ｅ
記
帳
」
で
経
営
の
合
理
化
を
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小規模事業者持続化補助金を是非ご活用ください！

 小規模事業者持続化補助金とは？
　商工会の助言を受けて経営計画を作成し、その計画に沿った販路開拓等の取り組みを行う小規模事業者
の皆様に対し、費用の２／３を補助します。（補助上限50万円）
◦雇用増、従業員の処遇改善、買い物弱者対策に取り組む場合；上限100万円
◦複数の事業者が連携して取り組む共同事業の場合；上限100万円～500万円

 活用事例

①飲食業Ａ社
事業内容

　地域住民の高齢化に対応するため、「中高年
層のお客様に優しい店づくり」をコンセプト
に掲げ、店舗を改装した。
◦座敷席を畳から「掘り座卓」に変更
◦和式トイレから洋式トイレに刷新

効　　果

　高齢者層のみならず、女性客からも好評。
少人数グループの宴会需要が伸び、前年同期
比より約10％売上が増えた。

砥部町商工会が経営発達支援計画の認定を受けました
　小規模事業者支援法に基づき、小規模事業者の持続的発展に向けた支援体制を整備するため、商工
会が作成した「経営発達支援計画」を国が認定するものであり、砥部町商工会が平成27年11月17日に
認定を受けました。
　個別企業の経営計画策定からその実行まで伴走型の支援を行うほか、地域の経済動向調査や需要開
拓に寄与する事業にも取り組み、計画期間を通じて支援の実施状況を報告します。

経営発達支援計画の

主な内容

◦�消費者ニーズを調査し、観光客誘致と地元食材を活用した飲食店メニュー
の開発を行い、滞在型観光関連事業を中心とした小規模事業者の創業支
援・経営維持・発展を目指す。

◦�家内工業から持続力の高い企業として成長させるため、創業・経営実践・
経営計画作成・事業承継セミナー等を開催する。

◦�関連団体との連携強化を図り、将来の雇用や後継者の人材育成を目指す。

◦�砥部焼や地元産品の販路開拓・販売促進を図るため、展示会・即売会等
の開催や参加、またITを活用した事業を実施する。

②建築業Ｂ社
事業内容

　木造の注文住宅やリフォームが得意な工務
店であるということを広くアピールするため、
ホームページを作成した。
◦施工例やスタッフを動画で紹介
◦スマートフォンによる双方向発信

効　　果

　ホームページを見た若い客層から、問い合
わせが増加。現地見学会には、遠方からの来
客もあり、受注件数アップを見込む。

認
定
支
援
機
関
の
商
工
会
を
活
用
し
ま
し
ょ
う
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平
成
二
十
七
年
一
月
一
日
か
ら

相
続
税
法
が
改
正
さ
れ
基
礎
控
除

額
が
六
十
％
に
な
り
ま
し
た
。

　

相
続
税
対
策
も
重
要
で
す
が
、

こ
こ
で
は
遺
産
の
多
寡
に
関
係
な

く
、
ど
の
家
庭
（
事
業
主
）
に
も

発
生
の
可
能
性
が
あ
る
遺
産
分
割

と
生
命
保
険
の
活
用
に
つ
い
て
触

れ
て
み
ま
す
。

　

遺
産
分
割
事
件
（
調
停
・
審
判
）

は
昭
和
六
十
年
以
降
急
激
に
増

加
、
平
成
二
十
四
年
で
は
一
万
五

千
件
余
り
で
、十
五
年
前
の
十
一
・

五
倍
の
水
準
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
（
最
高
裁
判
所
「
司
法
統
計
年

報
」
家
事
事
件
編
よ
り
）

　

こ
れ
を
遺
産
の
価
額
別
に
見
る

と
、
一
千
万
円
以
下
が
三
十
二
・

四
％
、
一
千
万
円
以
上
五
千
万
円

以
下
四
十
二
・
七
％
と
、
全
体
の

七
十
五
％
以
上
が
相
続
税
と
関
係

が
無
く
、
遺
産
額
が
そ
れ
ほ
ど
大

き
く
な
い
と
こ
ろ
で
発
生
し
て
い

ま
す
。

　
（
平
成
25
年
裁
判
所
「
司
法
統

計
」
よ
り
）

　

ま
た
、
相
続
財
産
の
う
ち
土
地

の
占
め
る
割
合
が
四
十
六
％
あ

り
、
こ
の
よ
う
な
分
割
が
難
し
い

財
産
が
多
い
場
合
、
遺
産
分
割
も

困
難
に
な
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
（
国
税
庁
「
統
計
年
報
（
相
続

税
）」
平
成
二
十
四
年
）

　

事
業
者
の
場
合
、
自
宅
兼
事
務

所
、
自
宅
兼
店
舗
等
、
事
業
を
継

続
す
る
た
め
の
土
地
、
建
物
が
多

く
、
よ
り
分
割
が
困
難
な
こ
と
が

多
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

遺
産
分
割
の
た
め
の
資
金
準

備
と
し
て
生
命
保
険
を
活
用

し
た
場
合
の
効
果
に
つ
い
て

　

資
金
準
備
を
預
貯
金
で
行
っ
た

場
合
と
生
命
保
険
で
行
っ
た
場
合

の
比
較
は
次
表
の
と
お
り
で
、
生

命
保
険
を
活
用
し
た
場
合
は
次
の

よ
う
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

１�

．
生
命
保
険
の
死
亡
保
険
金
は

遺
産
分
割
協
議
の
対
象
外
で
、

指
定
さ
れ
た
受
取
人
が
直
接
受

け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま

た
、
受
取
人
は
所
定
の
条
件
・

手
続
き
の
上
で
、
い
つ
で
も
変

更
で
き
ま
す
（
預
貯
金
は
遺
産

分
割
協
議
に
よ
り
相
続
す
る
人

が
決
め
ら
れ
ま
す
）。

２�

．
契
約
形
態
が
「
契
約
者
（
保

険
料
負
担
者
）＝
被
保
険
者
で
、

死
亡
保
険
金
受
取
人
が
相
続

人
」
で
あ
れ
ば
、
一
定
額
ま
で

は
非
課
税
で
必
要
な
資
金
の
準

備
が
可
能
で
す
。

３�

．
生
命
保
険
の
死
亡
保
険
金

は
、
受
取
人
に
指
定
さ
れ
た
相

続
人
の
請
求
手
続
き
だ
け
で
受

け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
預

貯
金
か
ら
の
引
出
し
は
、
遺
産

分
割
終
了
後
に
相
続
人
全
員
の

同
意
の
も
と
、
必
要
な
書
類
を

揃
え
て
の
手
続
き
が
必
要
と
な

る
の
が
一
般
的
で
す
）。

　　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
生
命
保
険

の
活
用
は
、
相
続
発
生
時
に
必
要

な
資
金
確
保
に
有
効
な
方
法
の
一

つ
と
言
え
ま
す
。

生命保険を活用した
円滑な事業承継

争続を回避し想続の実現

■家庭裁判所における遺産分割事件の遺産価額別件数

5,000万円以下の
事件が75％超！

1,000万円以下
32.4％

1,000万円超　
5,000万円以下
42.7％

5,000万円超
１億円以下

　　　12.0％

出典：裁判所
【司法統計年報（家事事件編）】平成25年度

１億円超　
５億円以下

５億円超
不明

6.2％

相続財産の
46％が土地

土地
46％

家屋・構築物

有価証券

13％

預金・現金

24％

その他

11％

6％

預　貯　金 生命保険（死亡保険金）＊1
財産種類 相続財産 受取人の固有財産

相続税の課税 課税対象 課税対象
生命保険の

非課税枠の適用 な　し 「500万円×法定相続人数」まで
非課税

受取人の指定 できない　＊2 できる
遺産分割協議 対　象 対象外
現金化（引出し） 遺産分割に関する手続き完了後　＊2＊3 保険金請求手続き完了後

＊１．契約者＝被保険者で、死亡保険金受取人が相続人の場合
＊２．一部の信託商品を除く
＊３．金融機関によっては、相続人全員の同意書提出によって遺産分割完了前に引き出し可能な場合あり。

小
さ
な
掛
金
、
大
き
な
保
障
。
商
工
貯
蓄
共
済
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
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お子さまの教育資金を「国の教育ローン」（日本政策金融公庫）がサポート！
高校、大学等への入学時・在学中にかかる費用を対象とした公的な融資制度です。

【ご 融 資 額】お子さま１人あたり350万円以内
【金　　　利】年2.05％　固定金利
	 	※母子家庭、父子家庭または世帯年収（所得）200万円（122万円）以内の方は年1.65％
	 　（平成27年11月10日現在）

【ご返済期間】15年以内
	 	（交通遺児家庭、母子家庭、父子家庭または世帯年収（所得）200万円（122万円）以内の方は18年以内）

【お使いみち】入学金、授業料、教科書代、アパート・マンションの敷金・家賃など
【ご返済方法】毎月元利均等返済（ボーナス時増額返済も可能）
【保　　　証】（公財）教育資金融資保証基金（連帯保証人による保証も可能）

詳しくは、HP（「国の教育ローン」で検索）または教育ローンコールセンター（0570－008656
ナビダイヤル）または	（03（5321）－8656）までお問い合わせください。

国
・
県
の
実
施
す
る
各
種
支
援
制
度
を
活
用
し
ま
し
ょ
う
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現
在
の
社
長
は
三
代
目
で
、

三
十
代
。
県
下
で
も
二
人
し
か
い

な
い
、
現
役
の
女
性
の
青
年
部
員

で
す
。

　

自
社
の
園
地
で
一
年
を
通
じ
て

十
七
品
種
ほ
ど
の
柑
橘
を
生
産

し
、
若
い
ス
タ
ッ
フ
を
中
心
に
、

栽
培
か
ら
販
売
ま
で
一
貫
し
て
こ

だ
わ
り
を
持
っ
て
行
っ
て
い
ま
す
。

　

シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
園
地
か
ら
届

い
た
ば
か
り
の
果
実
で
視
覚
的
に

も
臭
覚
的
に
も
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
気

分
に
浸
れ
ま
す
。
そ
の
他
、
無
添

加
ジ
ュ
ー
ス
・
ゼ
リ
ー
・
ア
イ

ス
・
リ
キ
ュ
ー
ル
等
の
商
品
開
発

を
重
ね
販
売
し
て
い
ま
す
。
顧
客

に
「
１
０
０
％
の
満
足
を
」
と
の

思
い
で
、
満
足
い
た
だ
け
な
か
っ

た
お
客
様
に
は
返
品
可
能
と
し
、

根
強
い
リ
ピ
ー
タ
ー
確
保
に
努
め

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
本
気
の
み
か
ん
で
幸

せ
を
届
け
る
」
と
の
経
営
理
念
の

も
と
、
毎
年
、
仕
事
初
め
に
は
、

社
長
が
考
え
た
そ
の
年
の
ス
ロ
ー

ガ
ン
を
発
表
し
、
社
員
全
員
で
共

有
し
、
一
丸
と
な
っ
て
頑
張
っ
て

い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
お
気
軽
に
お
立
ち
寄
り
く

だ
さ
い
。

が
ん
ば
る
企
業
紹
介

が
ん
ば
る
企
業
紹
介

代表　土居　裕子 氏

　

昨
年
十
月
に
国
勢
調
査
が
実
施

さ
れ
ま
し
た
。ご
存
じ
の
と
お
り
、

こ
の
調
査
は
国
内
の
人
口
や
世
帯

の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
五

年
ご
と
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
調
査
統
計
結
果
は
、
衆
議
院
の

小
選
挙
区
の
画
定
基
準
、
地
方
交

付
税
の
算
定
基
準
、
国
や
地
方
公

共
団
体
に
お
け
る
様
々
な
施
策
の

立
案
・
推
進
及
び
学
術
、
教
育
、

民
間
な
ど
各
方
面
で
広
く
利
用
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

国
勢
調
査
統
計
以
外
に
も
官
民

の
様
々
な
調
査
統
計
が
あ
り
、
私

達
が
何
か
を
計
画
し
た
り
行
動
し

た
り
す
る
際
の
情
報
源
と
し
て
、

と
て
も
有
用
で
す
。
例
え
ば
、
自

社
製
品
の
販
売
計
画
に
必
要
な
需

要
動
向
を
推
定
す
る
た
め
、
営
業

エ
リ
ア
に
何
人
の
人
が
住
ん
で
い

る
か
調
査
す
る
に
は
、「
人
口
推

計
」
と
い
う
統
計
が
有
効
で
す
。

こ
の
統
計
数
値
は
、
国
勢
調
査
を

基
礎
と
し
て
、毎
月
の
出
生・死
亡・

転
入
・
転
出
を
加
減
し
て
算
出
さ

れ
た
推
計
人
口
数
で
、
こ
れ
に
は

外
国
人
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
実

際
に
住
ん
で
い
る
者
の
全
数
調
査

で
あ
る
国
勢
調
査
人
口
に
基
づ
い

た
数
値
で
あ
る
た
め
、「
常
住
人

口
」
や
「
現
住
人
口
」
と
も
呼
ば

れ
て
お
り
、
総
人
口
を
表
す
に
は

信
頼
性
が
高
い
も
の
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
一
方
、「
推
計
人
口
」

と
対
を
な
す
も
の
に
「
登
録
人
口
」

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
住
民
基
本

台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い
る
人
数
を

集
計
し
た
も
の
で
、
実
際
に
住
ん

で
い
る
人
数
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

し
た
が
っ
て
、
営
業
エ
リ
ア
に
何

人
の
人
が
住
ん
で
い
る
の
か
を
調

べ
る
に
は
向
い
て
い
ま
せ
ん
。

　

人
口
統
計
に
限
ら
ず
、
同
じ
よ

う
な
統
計
資
料
は
数
多
く
あ
り
ま

す
。
目
的
に
応
じ
て
適
切
な
資
料

を
選
び
活
用
し
な
け
れ
ば
、
意
図

す
る
結
果
を
得
ら
れ
な
い
可
能
性

が
高
い
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

　

自
社
の
経
営
計
画
策
定
時
に

は
、
現
状
把
握
・
分
析
が
必
要
と

な
り
ま
す
。
調
査
目
的
に
応
じ
た

適
切
な
統
計
資
料
を
有
効
に
活
用

し
て
、
よ
り
正
確
な
分
析
を
実
施

す
る
こ
と
が
計
画
の
第
一
歩
で
す
。

嘱託専門指導員

宮岡　　稔

農
業
生
産
法
人

株
式
会
社�
ニ
ュ
ウ
ズ

　

代
表　

土
居　

裕
子

西
宇
和
郡
伊
方
町
河
内　

一
四
四
八

−

一

掲載商品の募集…平成28年２月29日（月）まで
詳しくは、商工会にお尋ねください。

青
年
部
・
女
性
部
に
加
入
し
て
、
資
質
向
上
と
人
脈
形
成
、
視
野
拡
大
と
地
域
振
興
を
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ガ
ー
デ
ン
タ
イ
ム

上
浮
穴
郡
久
万
高
原
町
久
万
一
四
七
一

（
久
万
高
原
町
立
久
万
小
学
校
六
年
生
）

瀧

野
　　

れ

ん

さ
ん

 

「
私
の
家
の
仕
事
」

　

私
の
家
は
、
レ
ス
ト
ラ
ン
と
ホ

テ
ル
を
し
て
い
ま
す
。
お
父
さ
ん

と
お
母
さ
ん
は
毎
日
、
朝
か
ら
夜

中
ま
で
私
の
た
め
に
一
生
け
ん
め

い
働
い
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　

仕
事
で
忙
し
い
と
き
も
私
の
勉

強
を
見
て
く
れ
た
り
、
世
話
を
し

て
く
れ
て
と
て
も
大
変
そ
う
で
す
。

　

で
も
、
ど
ん
な
に
忙
し
く
て
も

私
の
そ
ば
に
い
て
く
れ
て
、
私
の

こ
と
を
大
事
に
し
て
く
れ
て
い

ま
す
。

　

だ
か
ら
私
は
い
つ
も
あ
り
が
た

い
な
ー
と
、
思
っ
て
い
ま
す
。

　

お
父
さ
ん
と
お
母
さ
ん
が
し
て

い
る
仕
事
を
見
て
い
る
と
大
変
そ

う
だ
け
ど
、
毎
日
い
ろ
い
ろ
な
お

客
さ
ん
と
会
っ
た
り
、
話
し
た
り

で
き
る
か
ら
楽
し
い
こ
と
も
あ
る

の
で
、
私
は
家
の
仕
事
が
大
好
き

で
す
。

　

今
は
あ
ま
り
手
伝
え
な
い
け
れ

ど
、
大
き
く
な
っ
た
ら
私
も
家
の

仕
事
を
手
伝
っ
て
、
お
父
さ
ん
と

お
母
さ
ん
を
助
け
て
あ
げ
た
い
と

思
い
ま
す
。

施 工 後

公共ソリューション事業部　公共ソリューション営業部
〒531-6134 大阪市北区大淀中1-1-30（梅田スカイビルタワーウエスト34階）

TEL：06-6454-1140／FAX：06-6454-1125

商
工
会
の
提
供
す
る
事
業
を
活
用
し
て
、
地
域
振
興
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う


